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実
施 

 

２０１１ ７月 ２８ 日（ 木 ）
開始    9 時 00 分 
終了   10 時 30 分 

学科目名（クラス） 担当者 対象学科・学年  右の欄に指示がない

場合は、持込を全て 

不許可とします。 

１．全て不許可 

２．全て許可 

３．一部許可 

  教科書・参考書・電卓 

・ノート（自筆・コピー） 

・ポケコン・辞書 

・その他〔        〕

土質力学 A 赤木 社工 ２ 

  
 

 
  

 

 

飽和状態にある海底地盤(奥行き：1m)における埋立て土砂(Sand fill)による厚さ H(m)の一様な粘土層(Clay)の圧密沈下について，

以下の問いに答えなさい。なお，粘土の飽和単位体積重量γA（kN/m3），埋立て土砂の水中単位体積重量γB(kN/m3)，水の単位体積

重量γw（kN/m3）であり，z 軸は海水面(Sea level)を原点とし，鉛直下向きを正，位置水頭の基準面は海水面，粘土層の下部には十

分な剛性をもつ不透水性岩盤(Impervious Rock)が存在している。 
下記の文中の空欄にあてはまる m0，k0，ｚ， p， H, γA, γB, γw を用いた適切な文字式または数字，空欄 (セ) については適切な

図を，解答用紙の該当する欄に記入しなさい。 
 

Ⅰ．Fig.1(a)の埋立て前の海底粘土層内の深さ z(m)(2H<z<3H) における垂直全応力σ(z) ＝（ア）(kN/m2)，間隙水圧 u(z)＝（イ） (kN/m2)，
全水頭 h(z)＝（ウ）(m)，垂直有効応力σ’(z) ＝（エ）(kN/m2)のようになる。 
 

Ⅱ．Fig.1(b)に示すように，埋立て土砂を海底粘土層上面に短期間に投入して海面から深さ p･H(m)(p は，0≦p≦2 を満たす独立変数)
まで一様な埋立て土砂層(Sand fill)を形成した。なお，粘土層の圧密による垂直ひずみは埋立て前の粘土層の厚さ H を基準とし，粘

土の体積圧縮係数 mv と透水係数 k はともに p の関数として mv=m0/(p+2) ，k= k0 /(p+2) (m0(m2/kN)，k0(m/day)は，正の定数)で与えら

れるものとする。 
(1) この埋立て土砂層によって粘土層に作用する垂直全応力の増加分Δσ＝（オ）(kN/m2)である。 
(2) 埋立て直後の海底粘土層内の深さ z(m)(2H<z<3H) における垂直全応力σ(z) ＝（カ）(kN/m2)，間隙水圧 u(z)＝（キ） (kN/m2)，

全水頭 h(z)＝（ク）(m)，垂直有効応力σ’(z) ＝（ケ）(kN/m2)のようになる。 
(3) 粘土層の最大排水長＝（コ）(m)である。圧密度 U＝90(％)に対応する時間係数の値 TV=（サ）なので，U=90(%) に到達するま

でに要する時間 t90＝（シ）(day)である。 
 (4) 埋立て土砂による粘土層の圧密終了後の沈下量 S(p)を変数 p(0≦p≦2)の関数として表すと，S(p)＝（ス）(m)であり，図示する

と（セ）のようになる。 
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(ア) γ୵ · 2H ൅ γA · ሺZ െ 2Hሻ (イ) γ୵ · Z 

(ウ) 0 (エ) ሺγA െ γ୵ሻ · ሺZ െ 2Hሻ 

(オ) γB · ሺ2 െ pሻ · H (カ) γ୵ · 2H ൅ γB · ሺ2 െ pሻ · H ൅ γA · ሺZ െ 2Hሻ 

(キ) γ୵ · Z ൅ γB · ሺ2 െ pሻ · H (ク) 
γB
γ୵

ሺ2 െ pሻ · H 

(ケ) ሺγA െ γ୵ሻ · ሺZ െ 2Hሻ (コ) H 

(サ) 0.848 (シ) 0.848 · Hଶ ·
m୭ · γ୵
k୭

 

(ス) m୭. γB · Hଶ ·
2 െ p
p ൅ 2   

(セ) 
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3
m୭ · γB · Hଶ 

(ア)～(エ) 8×4＝32 

(オ)～(ケ) 6×5＝30 

(コ)～(ス) 8×4＝32 

(セ) 6 
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